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【活動経歴】                                                    

1995 年スカウトによりボイストレーナーとなり、都内スクールにて教務主任兼プロデューサーとして三年間勤務。その間、

声優・俳優・ボーカスリストのプロアマ 200 名以上のマンツーマン指導、並びにボイストレーナー指導、「渋谷オンエアイー

スト」などによるライブの運営、またオーディション審査員やレコーディングディレクションなどを行う。その後独立。 

1998 年、Faith Vocal Studio を設立。ボーカル専門のワークスタジオとしてボーカリストの育成に力を注ぐ。また同スタジ

オにて川崎クラブチッタ、東京芸術劇場、オペラシティー(リサイタルホール)などで老若男女が楽しめる音楽イベントを数

多く企画主催。 

2001年、アカペラコーラスグループを結成し、もっと身近に生の音楽(歌声)を楽しんでもらえるよう、学校・施設・病院・結

婚式、企業パーティー等への出張公演活動を行う。 

2003 年にはドレミ出版から「もう歌わずにいられない」を出版。 

2006 年、特定非営利活動法人歌い人を設立。代表理事を務め、アマチュア音楽家の 

支援と音楽文化の発展のための非営利事業を企画主催。 

2007 年、再びレッスンを再開。横浜市内にて、プライベートレッスンスタジオと 

して K’s VOX を設立。これまでプロアマ総勢 500 名以上の指導を行っている。 

 

【主な門下生】 

・ラピュータ（AKI)／東芝 EMI  ・泉田美夏／浅井企画  ・カスカラブランカ(YOKO)／メルダック 

・ソウルダウト(直人)／東芝 EMI  ・DAN／ロックレコード  ・DAYS(ASH)／ユニバーサルレコード 

・谷戸由李亜(東芝ＥＭＩ)  

 

その他多くの門下生がインディーズ、バックコーラス、ＣＭ、スタジオワークで多数活躍 

 

 



【職務経験】                                             

■ オーディション審査員(スクール内オーディション／某プロダクションボーカルオーディション等) 

■ レコーディングディレクション 

■ キャスティングディレクター 

■ 音楽イベントの企画・演出・運営 

■ 音楽専門学校(ESP)でのボーカル専任講師 

■ コーラス・ゴスペル・アカペラのアレンジ、指導 

■ アカペラグループでの公演活動(企業のパーティー、結婚式、社会福祉施設等への出張公演) 

■ NPO 法人歌い人にて、音楽家支援並びに文化芸術活動の普及のための事業を行政へ提案 

 

【主な主催イベント】 

(Faith Vocal Studio にて) 

■1998 年 12 月／冬イベント 【100%X’mas in 天王洲】 天王洲スフィア MEX にて 

■1999 年 6 月／公開オーディションライブ【In The Beginning Vol.1】 パラダイスホールにて 

■1999 年 12 月／公開オーディションライブ【In The Beginning Vol.2】 パラダイスホールにて 

■2000 年 6 月／海外音楽体験ツアー企画 【Gospel in NY】ハーレムの教会で現地プロシンガーと共演 

■2000 年 7 月／夏イベント 【祭 2000～新世紀の大和魂～】 天王洲スフィア MEX にて 

■2000 年 12 月／冬イベント 【Faithful X’mas】 天王洲スフィア MEX にて 

■2001 年 8 月／夏イベント 【Faithful Carnival】  天王洲スフィア MEX にて 

■2002 年 4 月／春イベント 【Faith MUSIC PARK】  大久保 R’s アートコートにて 

■2003 年 4 月／5 周年記念イベント 【Ｆａｃｅｏｆ Ｆａｉｔｈ】川崎ＣＬＵＢ ＣＩＴＴＡにて 

■2004 年 12 月／ゴスペルコンサート 東京オペラシティー（リサイタルホール）にて 

■2005 年 7 月／アカペラコンサート【THE VOX】東京芸術劇場（小ホール）にて 

 

(NPO 法人歌い人にて) 

■2007 年 7 月／プレ横須賀市制 100 周年記念市民主催事業【横須賀 STREET STORY】 

■2007 年 8 月／横須賀市制 100 周年記念市民協賛事業【横須賀 STREET STORY Vol.2】 

■2008 年 11 月／横須賀市制 100 周年記念市民主催事業【YOKOSUKA MOVE in よこすか芸術劇場】 

■2008 年 12 月／文化庁委嘱文化ボランティア推進モデル事業【音楽指導ボランティア講習】 

 

 

 

 



�Lesson Curriculum 
By NOBU 

 1111    発声発声発声発声メカニズムのメカニズムのメカニズムのメカニズムの理解理解理解理解    

� 腹式呼吸と胸式呼吸の違い・・・日本人の特徴、楽器としての体の特徴を知る。 

� 腹式呼吸習得のためのトレーニング・・・肺を縦に広げるための姿勢と筋肉のトレーニング。 

� ブレストレーニング・・・筋肉と呼吸の関係を知り、呼吸をコントロールするトレーニング。 

声帯振動と響き(鼻腔共鳴)・・・声帯のしくみを理解し、体に共鳴させ”通る声”の習得を目指す。  他 

�  

◆ポイント◆ 

“なぜ腹式呼吸を習得しなくてはならないのか”、“腹式呼吸による発声は胸式とどう違うのか”等の疑問

を解消しながら、より具体的な方法でボーカリストのための体づくりを行う。画一的なレッスンではなく、個々

のレベルや個性に応じて習得目標を設定し、ボーカリストの基礎を築く。 

 

2222    個性個性個性個性あるあるあるある音色音色音色音色のののの獲得獲得獲得獲得    

� 母音による発声(母音歌唱)・・・五つの響きの個性を理解し、その音色を体得する。 

� 子音＋母音による発声・・・子音の特徴を生かし母音の響きにつなげる。 

� 音程トレーニング・・・二音間にある表情を理解り、正しく音程を捉える。 

地声と裏声・・・それぞれの響きのポジションの違い、音色の個性、ボイスチェンジなど。        他 

�  

◆ポイント◆ 

それぞれの発声練習の目的や狙いを十分に理解し、ボーカルの音色である“声”そのもののチューニングを

行い、艶のある安定感した音色を奏でられるようにする。 

    

3333    伝伝伝伝えるえるえるえる術術術術のののの習得習得習得習得    

� 発音と調音・・・音声学に基づいた各音の調音法(発音の仕組み)。 

� 曲の構成と楽段・・・曲の構成を把握し、各楽段のリズムや表情の違いを捉えたフレージング。 



� オモテとウラ・・・拍の個性を生かし、二拍のまとまりやリズムとしてのまとまりを練習。 

� 休符を歌う・・・単なるお休みではない、休符の意味とその音符の活かし方。 

� 音脈と抑揚・・・メロディーの動きを基本に、フレーズとしてのまとまりや各音のベクトルを意識。 

その他テクニック・・・ビブラート、アドリブ、フェイク、ステージングなど。                    他 

◆ポイント◆ 

漠然とした“表現力”ではなく、メロディーやリズムなどの中に潜むメッセージを読み取り、楽曲の世界観を

豊かに表現できるようにする。“魅せる歌(ボーカル)”を目指す。 

    

    レコーディングにレコーディングにレコーディングにレコーディングに向向向向けてのレッスンのけてのレッスンのけてのレッスンのけてのレッスンの場合場合場合場合    

� 取り組み方(楽曲の覚え方)・・・最短での暗譜方法を習得する。 

1･楽曲のデッサン(決して歌わない！五感で楽曲全体を捉える) 

2・譜割とリズムのまとまりのみをマスター 

3・声を出さず口パクのみで発音とフレージンクをマスター 

4・その楽曲の歌が自分の声で聞えてきたら初めて歌う練習に入る  ・・・ 

◆ポイント◆ 

一度間違ってインプットしたメロディーは修正が困難となるため、十分な楽曲の観察が終わるまでは歌わな

いことが有効。耳を鍛えつつ、同時に目には見えないものを描く力を養い、単に記憶したメロディーから、歌

い手自身により生み出されていくメロディーへと移行させる。 

    

� 即効性のあるトレーニング・・・姿勢、発音、ブレス、唇の動き、顔の筋肉などを矯正する。 

� ユニゾン練習・・・楽器の音に合わせ正しい音を出した後、人の声に合わせ音色と呼吸の速度を 

合わせる。(とくにコーラスや複数で歌う場合に有効な練習) 

� ハーモナイズ練習・・・和声練習により音の距離感や安定感、二音間の表情などを理解する。 

� ディレクション、コーラスアレンジ                                        他 

※実際のレッスンでは個別にレッスンカルテレッスンカルテレッスンカルテレッスンカルテを作成し、伸ばすべき特長、改善すべき課題点などをまとめ、スケジュールに

合わせ目標を設定する。 

大切なのは、“誰かのような歌(声)”にするのではなく、自分の音色・言葉・思いを伝えられるようにすること。 

世界でたった一つの楽器、たった一人の演奏者としての魅力、可能性を最大限引き出すことを目的とする。 


